
［成果情報名］イチゴ萎黄病抵抗性に関与する主働遺伝子が存在する

［要約］イチゴ萎黄病に対する抵抗性主働遺伝子が存在する ‘アイストロ ‘アスカウ。 ’、

ェイブ’および‘芳玉’は質的抵抗性を有しているとみられ ‘アスカウェイブ’と‘サ、

ンチーゴ’の 実生の分離から抵抗性主働遺伝子の存在が確認できる。F1
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［背景・ねらい］

萎黄病はイチゴ栽培における重要病害の一つで発生すると甚大な被害をもたらす。近年

、 、急速に普及した品種には萎黄病に弱い品種がみられ 土壌伝染性で防除が困難であるため

抵抗性品種の育成が望まれている。抵抗性品種の育成にあたって、効率的に育種を進める

ため萎黄病抵抗性に関する遺伝様式を解明する。

［成果の内容・特徴］

１．萎黄病菌を浸根接種して水温 ± ℃に保った湛液培養液でイチゴを ヶ月間水耕25 2 2
栽培すると、図 に示した品種の中で ‘アイストロ ‘アスカウェイブ’および‘1 、 ’、

芳玉’では全く病徴がみられないのに対して、その他の 品種は発病する。また、発23
病がみられる 品種では発病指数の変異は連続的になる。このことから、前者 品種23 3
は主働遺伝子が関与する質的抵抗性を有し、後者 品種の間には量的抵抗性の変異が23
存在すると推定できる。

２．抵抗性品種‘アスカウェイブ’と罹病性品種‘サンチーゴ’を交配した 実生は、F1

抵抗性の群と罹病性の群に分離する（図２ 。イチゴは栄養繁殖性作物でヘテロ性が）

高いため 世代で分離を生じることから、この結果は、イチゴ萎黄病に対する抵抗性F1

主働遺伝子の存在を特徴づけるものである。

［成果の活用面・留意点］

１．イチゴ萎黄病の抵抗性主働遺伝子を有する品種を交配親に用いることによって、抵抗

性個体を容易に得ることができる。

２．イチゴでは確認された主働遺伝子が少なく 倍体で遺伝様式が複雑なため遺伝に関す8
る研究は遅れているが、今回存在が確認された萎黄病抵抗性の主働遺伝子はイチゴ遺

伝研究においてマーカーの一つとして利用することができる。
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図１．イチゴ萎黄病に関する発病指数の品種間差

発病指数： 無病徴、 小葉 枚の萎縮、 複数の小葉に亘る萎縮、 萎凋、 枯死0 1 1 2 3 4
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図２ ‘アスカウェイブ’と‘サンチーゴ’ならびに両者の交配実生（ ）． F1

における萎黄病発病指数の頻度分布
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